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第２期基本計画の進行管理方法について（案） 

 

１．評価対象 

第６次総合計画（基本構想）では、生駒市の将来都市像「自分らしく輝けるステージ・生駒」を実現するた

め、６つの『まちづくりの目標』を掲げており、第２期基本計画では、それらの進捗を表す３つの「まちづくりの

総合指標」を設定し、まちづくりの分野別に今後必要な基本的な取組の方向性を示す１３の「基本的施策」と、

基本的施策を推進するために土台となる持続可能な行財政運営における基本的な取組の方向性を示す４

つの「経営的施策」を設定している。第２期基本計画の進行管理においては、13 の「基本的施策」と４つの

「経営的施策」の計１７の施策単位を評価対象とする。 

また、特に今後の４年間における本市の主要課題の解決を図っていくため、デジタル技術も活用しつつ、

分野横断的に推進する「戦略的施策」については、「生駒市デジタル田園都市構想総合戦略」に位置づけら

れ、その取組の推進にあたっては、産官学金労言等の多様な主体の参画による事業の進捗状況の検証や効

果測定が求められるため、併せて評価対象とする。 

 

＜施策の体系＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．まちづくりの総合指標について 

 「まちづくりの総合指標」３項目については、最終年度の令和９年度終了後に総括的な評価を行うもの

とし、中間年度においては各年度の現状値の確認・報告を行うものとする。 

 

３．進捗状況の検証 

事前に行政内部において、アクションプランに掲載された事業・取組単位の事業評価シート[資料 6-1]及

び進行管理検証シート[資料 6-2]を作成のうえ進捗状況の検証・分析を行い、計画の進捗度を測る。その

上で、外部委員会（総合計画審議会）において行政内部で測った進捗度について、事業評価シートを参考に

しながら進行管理検証シートをもとに審議を行い、審議会からの意見を付した上で、最終的な計画の進捗

度とする。 

具体的な審議に当たっては、２つの部会に分かれて検証を行う。部会においては、当該施策における主担

当課出席のうえ審議を行う。部会３回と全体会３回程度で検証報告書をとりまとめる。 

 

４．検証の体制 

総合計画審議会では、審議会委員（１５名）を２つの部会（７～８名）に分け、全 17 施策及び４つの戦略的

まちづくりの目標 

まちづくりの総合指標 

基本的施策 

経営的施策 

基本構想 

第２期 

基本計画 

 ６ 

３ 

１３ 

４ 

進行管理 の
検証レベル 

戦略的施策 ４ 

令和〇年度 アクションプラン 



［資料 5］ 

 2

施策を第一部会（１１分野）と第二部会（１０分野）に区分して、それぞれの部会において進捗状況の検証を行

う。部会終了後に全体会を開催し（第２回）、各施策の検証結果のとりまとめを行い、検証報告書の作成を行

う。
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４．部会別検証分野 

 部会
施策

No.
施策名 対応する第１期計画の小分野 部会

施策

No.
施策名 対応する第１期計画の小分野

1 市民自治活動・学び
地域コミュニティ、市民活動、生涯学習、

図書館、歴史・文化
8 防災・減災・消防 災害対策、自主防災、予防、救助、救急

2 人権・多文化共生
人権、多文化共生、男女共同参画、

女性活躍推進
9 産業・雇用就労 商工観光、農業

3 こども・子育て支援
母子保健(産前産後・育児）、保育、

就学前教育、子育て支援、青少年
10 生活環境

地域美化・環境衛生、公害対策、

交通安全、防犯、消費者保護

4 学校・教育 学校教育、特別支援教育、学校施設 11 脱炭素・循環型社会 脱炭素、循環型社会

5 高齢者支援・障がい者支援 高齢者保健福祉・障がい者保健福祉 12 街の空間づくり 拠点形成、公園、緑環境、景観、交通

6 地域福祉 地域福祉 13 都市基盤
土地利用、学研都市、道路、上下水道、

住宅環境

7 健康づくり・医療 健康づくり、医療、スポーツ Ⅲ 広報広聴・シティプロモーション 情報提供・都市ブランド形成・情報発信

Ⅰ スマートシティ・DX デジタル、情報技術利活用、情報利活用 Ⅳ 行政経営
行政マネジメント、財政運営、人材育成、

組織、ファシリティマネジメント、情報共有

Ⅱ 市民協働・公民連携 市民協働・協創、公民連携 戦3

戦１ 戦4

戦２ ※戦：戦略的施策

委員構成 委員構成

（敬称略・区分毎に五十音順）

多様な働き方と市内での経済循環の促進

都市ブランドの構築

第一部会

第二部会

子育て世代が住みやすい環境づくり

地域共生社会の実現に向けた環境づくり

大谷　裕美子

高取　克彦

森　裕之

清水　裕子

田中　晃代

久　隆浩

塗本　慎吾

水野　祐子

畿央大学健康科学部　准教授

近畿大学総合社会学部　教授

近畿大学総合社会学部　教授

連合奈良西和地域協議会　議長

文部科学省　CSマイスター

畿央大学健康科学部　教授

立命館大学政策科学部　教授

CODE for IKOMA　代表

生駒市民生・児童委員連合会　会長

生駒市自治連合会　理事

公募市民

公募市民

中垣　由梨

松山　敏宏

向　静香

澤藤　友絵

生駒商工会議所　会頭

南都銀行生駒支店　支店長

公募市民

浦久保　幸浩

鐵東　貴和

堀部　泰史


